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グランドチャンピオンの栄冠に輝く!!

デントコーン収穫（鶴居村上幌呂）

C O N T E N T S

「ＫＷＦ サンチエリア ダーハム ビユー」音別㈱敬和ファーム所有（写真右 成田純哉氏）



九
月
二
十
七
・
二
十
八
日
、北

海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場

（
安
平
町
早
来
）で
、
第
16
回
北

海
道
総
合
畜
産
共
進
会（
乳
用

牛
部
門
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
道
各
地
か
ら
出
品
牛
４
５

３
頭
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
３
９

２
頭
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
₂₈
頭
、

ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
₃₃
頭
）
が
出

場
し
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
ジ
ャ

ッ
ジ
（
主
任
審
査
員
）
千
葉
義

博
氏
（
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

農
協
審
査
部
長
）、
ア
ソ
シ
エ

ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ 

小
泉
俊
裕

氏
（
同
農
協
審
査
部
次
長
）、

ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ッ
ジ 

福
屋
茂
生
氏
（（
一
社
）
家
畜

改
良
事
業
団
十
勝
種
雄
牛
セ
ン

タ
ー
課
長
代
理
）
が
審
査
し
ま

し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、十
四
農
場
・

二
十
三
頭
が
出
場
し
、
全
道
の

高
レ
ベ
ル
牛
が
出
場
す
る
な
か

で
健
闘
を
み
せ
、
グ
ラ
ン
ド
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
㈱
敬
和
フ
ァ
ー

ム
の
出
品
牛
Ｋ
Ｗ
Ｆ 

サ
ン
チ

エ
リ
ア 

ダ
ー
ハ
ム 

ビ
ユ
ー

（
第
13
部
４
歳
ク
ラ
ス
・
シ
ニ

ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
が
み
ご
と

選
出
さ
れ
栄
冠
を
手
に
し
ま
し

た
。当

Ｊ
Ａ
出
品
者
の
成
績
は
表

の
と
お
り
で
す
。

第１６回 北海道総合畜産共進会 開催

1

（株）敬和ファーム・グランドチャンピオンの表彰式

（写真提供・北海道ホルスタイン農協）



入 　 賞 　 牛 　 一 　 覧 　 表 （当ＪＡ出品分）

グランドチャンピオン
（シニアチャンピオン） ＫＷＦ サンチエリア ダーハム ビユー ㈱敬和ファーム（音別）

部 順位 名  号 出　品　者（地区）

１部
1-6 ＨＳＹ プロスペリテイー ブロカウ 細　谷　　　智（白糠）
2-10 アワープライド シド モエコ 植　田　紘　史（幌呂）
3-15 ヒシヌマフアーム アツトウツド オラホーム ㈲菱沼ファーム（鶴居）

２部
3-5 トライユーン プロム アイオーン （農） 清 和 農 場（鶴居）
3-6 ＴＫＳ ラツク マーク 清　水　武　志（鶴居）

4部 3-4 マチムラ アールチエ シド フアニー 安　藤　　　功（幌呂）

5部
3-7 エルムパーク ＢＣ デンプシー 安　藤　　　功（幌呂）
3-10 ＭＭ ポーラ ゴールド シヤンテイー 松　下　雅　幸（鶴居）

6部 2-2 ＴＫＳ カズナリー テイー ＥＴ 清　水　武　志（鶴居）

7部
2-2 ＨＳＹ プロスペリテイー アイ フオー 細　谷　　　智（白糠）
2-4 パインヘイブン マタドーア Ｉ－ＯＮ ラテイオス 松　井　俊　治（幌呂）
3-6 ＶＳツリー アイオーン ブライリー 對　木　賢　雅（白糠）

10部 2-5 ウイス マリー ブラツド トリビア 菊　地　栄　司（鶴居）

11部

2-2 ＳＰ ルイスデール リリー サーマン ＥＴ （農） 高 橋 農 場（鶴居）
2-5 ウツズスター エンペラー ブラツクストーン レオ 林　　　稔　幸（白糠）
2-8 カリスマ シド チユラ 松　田　浩　二（白糠）
3-7 ＢＳ ファンシー Ｇ ロイ ヘブン ㈱大坂ファーム（音別）

12部
1-4 セジス エルデイー ジヤグラー （農） 清 和 農 場（鶴居）
3-6 ＶＳツリー ストーリー カメリア スーパー 對　木　賢　雅（白糠）

13部 1-1 ＫＷＦ サンチエリア ダーハム ビユー ㈱敬和ファーム（音別）
14部 2-6 サージエント ペパーズ ホツトストーリー ポー （農） 高 橋 農 場（鶴居）

ジャージー種　３歳未満クラス

18部 3-2 グレンモア レーザー ブラース 安　藤　　　功（幌呂）

ジュニアカップ　育成シニアクラス

1-4 ＨＳＹ シド シヤフエリス ビスタ ＥＴ 細　谷　　　智（白糠）
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牛乳のおいしさを皆様へ!!

みずみずしい野菜の数々

ポップコーンは子供にも大人気!!

九
月
十
三
・
十
四
日
、
白
糠
町
駅
前
で
、
白

糠
町
カ
ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会

場
に
は
、
露
店
約
40
店
舗
が
並
び
、
様
々

な
催
し
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
音
白
支
部
は
、「
よ
つ
葉
特
選

根
釧
牛
乳
」
の
無
料
試
飲
と
ホ
ル
モ
ン
焼
き
を

行
な
い
、
對
木
美
由
紀
支
部
長
は
、「
今
年
の

野
菜
の
出
来
具
合
は
、
例
年
に
比
べ
て
あ
ま
り

良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
部
員
達
の
が
ん

ば
り
で
品
揃
え
を
確
保
出
来
ま
し
た
。
部
員
達

が
作
っ
た
白
糠
産
の
ご
ぼ
う
も
お
い
し
い
の

で
、
ぜ
ひ
食
べ
て
頂
き
た
い
。」

一
方
、
同
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
の
石
黒

尚
子
会
長
は
、「
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
お
い
し

く
出
来
上
が
っ
た
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
味
の
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
を
販
売
し
、
売
れ
行
き
も
好
調
で
、
部

員
達
の
総
力
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。」
と
そ
れ

ぞ
れ
述
べ
て
頂
き
ま
し
た
。

販
売
し
、
石
黒
隆
行
支
部
長
は
、「
根
釧
牛
乳

の
お
い
し
さ
を
も
っ
と
多
く
の
方
々
に
わ
か
っ

て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
来
年
３
月
に
高
速
道
路

白
糠
イ
ン
タ
ー
が
開
通
す
る
の
で
、
地
元
白
糠

の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。」
と
意
気

込
み
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠
支
部
は
、
野
菜
の
販
売
を

3

第
22
回 

白
糠
町
カ
ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
開
催

(
Ｊ
Ａ
青
年
部
音
白
支
部
・
Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠
支
部
・
Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会)

根
釧
牛
乳
の
試
飲
・
野
菜
の
販
売
等
盛
況
!!



２０１４ 鶴居村ふるさとまつり 開催
九
月
二
十
三
日
、
鶴
居
村
茂
雪
裡
川
河

畔
特
設
会
場
（
野
外
ス
テ
ー
ジ
）
で
、
鶴

居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。好

天
の
下
、
会
場
に
は
イ
ベ
ン
ト
エ
リ

ア
・
食
の
エ
リ
ア
・
直
売
エ
リ
ア
・
体
験

エ
リ
ア
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
牛
の
鳴
き
声

モ
ー
モ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
や
牧
草
ロ
ー
ル
転

が
し
競
争
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
つ
る
ぼ
ー
」
の
初
お
披
露
目
、
ヒ
ー
ト

ボ
イ
ス
の
ラ
イ
ブ
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

食
の
エ
リ
ア
で
は
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
鶴
居

支
部
が
「
つ
る
い
産
と
う
き
び
（
ゆ
で
・

生
）」
を
販
売
し
、
冨
坂
隆
志
支
部
長
は
、

「
今
年
の
と
う
き
び
は
、
実
の
入
り
も
味

も
良
く
売
れ
行
き
も
上
々
。
美
味
し
い
地

場
産
と
う
き
び
を
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て
頂

き
た
い
。」
と
汗
を
流
し
て
お
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
幌
呂
支
部
は
「
お
ふ
く
ろ

の
味
千
人
鍋
と
や
き
い
も
」
を
販
売
し
、

吉
田
鈴
子
支
部
長
は
、「
天
気
も
良
く
、

豪
快
な
千
人
鍋
が
お
い
し
く
出
来
上
が
り

ま
し
た
の
で
、
会
場
の
全
員
に
食
べ
て
頂

き
た
い
。」と
元
気
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
鶴
居
支
部
は
「
じ
ゃ
が
い

も
の
塩
煮
と
い
も
団
子
の
素
」
を
販
売
し
、

松
下
い
ち
子
支
部
長
は
、「
茹
で
た
て
の

い
も
の
塩
煮
は
、
バ
タ
ー
を
の
せ
て
食
べ

て
頂
き
、
お
い
し
い
と
好
評
で
す
。」
と

話
し
て
頂
き
、
青
年
部
と
女
性
部
の
テ
ン

ト
前
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

おふくろの味 千人鍋をどうぞ!!

あまい！おいしい！鶴居産とうきび

ほっくほくのじゃがいもにバターをのせて！

4

「つるぼー」
初登場!!



管
内
Ｊ
Ａ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
で
親
睦
を
深
め
る
。

坪田選手　山本選手　高橋選手
相楽選手　長屋選手

西村選手 橘田選手 高橋選手 池田選手

鶴居村ゲートボール協会 植田晃雄会長 挨拶 審判長の菊地剛男さん

大会の様子

九
月
二
十
四
日
、
鶴
居

村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
、

平
成
二
十
六
年
度
鶴
居
地

区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
主
催
で
健
康
増
進
と
交

流
を
兼
ね
、
各
地
区
（
鶴

居
市
街
・
支
雪
裡
・
茂
雪

裡
）
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛

好
者
25
名
（
５
チ
ー
ム
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

審
判
長
の
菊
地
剛
男
さ

ん
か
ら
ル
ー
ル
説
明
が
あ

っ
た
後
、
コ
ー
ト
に
分
か

れ
て
競
技
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
好
プ
レ
ー
が
続
出

し
た
中
、
鶴
居
Ａ
チ
ー
ム

が
み
ご
と
に
優
勝
し
、
大

会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
ま

し
た
。

平成２６年度 当ＪＡ鶴居地区ゲートボール大会 開催

九
月
二
十
日
、
釧
路
川
標
茶
緑

地
と
き
わ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、

管
内
Ｊ
Ａ
役
職
員
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
３
Ｊ
Ａ
及
び
各
連
合
会
の

役
職
員
合
わ
せ
て
44
名
に
よ
る
混

合
チ
ー
ム
（
４
名
１
組
）
計
11
組

が
２
コ
ー
ス
の
18
ホ
ー
ル
で
競
技

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
難
コ
ー

ス
を
ど
う
攻
略
す
る
か
、
変
化
に

富
ん
だ
コ
ー
ス
を
各
選
手
が
積
極

的
に
攻
め
る
中
、
好
プ
レ
ー
も
続

出
し
、
参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら

も
プ
レ
ー
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
、
み
ご
と
団
体
の
部

優
勝
（
西
村
隆
志
選
手
・
高
橋
明

雄
選
手
・
橘
田
壮
則
選
手
・
池
田

直
哉
選
手
）、
個
人
の
部
総
合
優

勝
西
村
隆
志
選
手
・
個
人
の
部

女
子
優
勝
坪
田
典
子
選
手
、
同

準
優
勝
高
橋
綾
選
手
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
終
了

後
は
、
焼
肉
を
食
べ
な
が
ら
管
内

役
職
員
同
志
の
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

5



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

近
年
、
植
生
改
善
に
関
す
る
取
り
組

み
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
牧
草
展
示
圃

を
四
年
前
に
設
置
し
、
草
種
や
品
種
の

特
徴
を
継
続
的
に
調
査
、
検
討
し
て
き

ま
し
た
。（
写
真
１
）

本
年
、
六
月
二
四
日
に
刈
取
り
の
サ

ン
プ
ル
を
分
析
し
た
結
果
、
草
種
毎
の

特
徴
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。　

そ

の
中
か
ら
特
徴
的
な
項
目
と
今
後
の
活

用
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
、
展
示
圃
調
査
結
果
よ
り

① 

蛋
白
質
含
量
に
つ
い
て

グ
ラ
フ
に
示
し
た
六
草
種
の
う
ち
一

番
高
い
の
は
、
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ

ス
（
略
号
Ｐ
Ｒ
）
で
、
続
い
て
ト
ー
ル

フ
ェ
ス
ク
（
略
号
Ｔ
Ｆ
）、
メ
ド
ー
フ

ォ
ッ
ク
ス
テ
ー
ル
（
略
号
Ｍ
Ｆ
Ｔ
）、

チ
モ
シ
ー
（
略
号
Ｔ
Ｙ
）、
リ
ー
ド
カ

ナ
リ
ー
グ
ラ
ス
（
略
号
Ｒ
Ｃ
Ｇ
）、
オ

ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
（
略
号
Ｏ
Ｇ
）
で

し
た
。
最
高
と
最
低
で
約
二
倍
の
違
い

が
あ
り
ま
し
た
。

チ
モ
シ
ー
は
、
出
穂
期
の
六
月
二
四

日
刈
取
り
時
は
12
％
程
度
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。（
図
１
）

② 

繊
維
含
量
に
つ
い
て

飼
料
中
の
総
繊
維
を
表
す
中
性
デ
タ

ー
ジ
ェ
ン
ト
繊
維
（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
）
も
ペ
レ

ニ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
が
一
番
少
な
く
、

近
年
強
害
雑
草
と
し
て
問
題
に
な
っ
て

い
る
メ
ド
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
テ
ー
ル
は
七

二
％
と
一
番
高
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
目
標
値
は
60
％
以
下
で
す
。
高
く

な
る
と
摂
取
量
が
減
少
し
ま
す
。
サ
イ

レ
ー
ジ
全
体
の
Ｎ
Ｄ
Ｆ
を
下
げ
る
に

は
、Ｎ
Ｄ
Ｆ
の
低
い
イ
ネ
科
草
の
活
用
、

刈
取
り
時
期
の
検
討
や
、
マ
メ
科
草
と

の
混
播
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
チ
モ
シ

ー
早
生
品
種
出
穂
期
頃
に
は
Ｎ
Ｄ
Ｆ
が

高
め
に
な
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

（
図
２
）

二
、 

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

今
年
六
月
十
二
日
に
釧
路
市
音
別
町

の
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
、
ペ
レ
ニ
ア

ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
、
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
混
播

草
地
か
ら
採
取
し
た
サ
ン
プ
ル
を
分
析

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｎ
Ｄ
Ｆ
は
55

％
と
低
く
蛋
白
は
12
％
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
飼
料
設
計
で
試
算
し
て
み
る
と

Ｎ
Ｄ
Ｆ
が
低
い
こ
と
で
、
サ
イ
レ
ー
ジ

摂
取
量
が
10
㎏
高
ま
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。（
表
１
）

農
場
の
刈
取
り
時
期
や
回
数
に
制
約

は
あ
り
ま
す
が
、
自
給
飼
料
の
活
用
に

向
け
た
改
善
で
よ
り
良
い
草
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
普
及
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

釧
路
に
お
け
る
イ
ネ
科
牧
草
の

成
分
的
特
徴
と
活
用
に
つ
い
て

6

写真１　普及センター展示圃

図２　イネ科牧草の総繊維（NDF）

図１　イネ科牧草の蛋白質（CP）

表１　NDFの違いによるサイレージ摂取量
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チモシーは12％程度

オーチャード使用
（６月1２日刈取）

現状
（チモシー主体）

牧草
NDF％ 55 67

サイレージ
kg 40 30
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

■平成26年度 　生乳生産実績（９月）

月計乳量（kg） ９月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 7,791,650.1 99.8 49,303,538.9 97.2

（鶴居地区） 2,635,320.2 100.1 16,563,327.4 98.1

（幌呂地区） 2,075,925.2 99.8 13,048,075.6 96.5

（白糠地区） 1,612,965.6 96.8 10,391,673.9 93.6

（音別地区） 1,467,439.1 102.6 9,200,462.0 100.8

管 内 計 41,859,529.7 98.6 263,784,684.9 96.5

（前年度管内計） 42,472,237.8 273,430,256.9

理　事　会　報　告
9月定例理事会　平成26年9月29日（月）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期監査（第２四半期末）報告について
４．８月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
６．ＪＡ共済コンプライアンス点検結果について
７．相談・苦情等対応状況について（定期報告）
８．反社会的勢力及び凍結口座名義人の第一次認

定の報告について（速報）
９．無通告監査の報告について
10．理事の辞任について
付議事項�
議案第１号　平成26年度下期更正計画の承認について

議案第２号　融資の承認について
議案第３号　諸規程等の一部変更について
議案第４号　専門委員会並びに関係団体等の委

員・役員の選任について
※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．秋季地区別懇談会の開催について
２．「ＪＡグループ北海道　改革プラン」に係る

組合員組織討議の意見集約について
３．役員視察研修について
４．次期道議会議員候補者の団体推薦について
５．当面の業務日程について

※９月２９日をもちまして、理事芳澤改治氏が一身上の都合で辞任しました。
　それに伴い、融資協議会委員長には、理事田井博行氏が選任されました。

大変お世話になりました。
荒 堀 智 美
幌呂支所　購買課生活係　１０月２日をもって退職しました。

□�牛乳、チーズ、ヨーグルトなどの乳製品は、カルシウムや良質タンパク質、
ビタミン、脂質、ミネラルなどを豊富に含む言わずと知れた完全栄養食品
です。毎日を健康で元気に過ごすため、食生活に乳製品を使った食材を積
極的に取り入れてまいりましょう。

□�秋も深まっていくこれからの時期、夕暮れ時から夜にかけて、鹿が道路に
飛び出してくることもめずらしくありません。車の運転には、細心の注意
が必要です。

辞令発令 氏　　　名 異　　動　　後 異　　動　　前

平成26年９月１日 菊　地　　仁 幌呂支所　牧場課幌呂育成牧場係長 本所　営農部販売課販売係長


